
11月10日（火）に日置市立土橋小学校にて，令和元・２年度

県「“たくましいかごしまっ子”育成推進事業」推進校研究公開

及び日置市「チェスト行けひおきっ子Ⅱ」研究指定校研究公開

が行われました。土橋小学校では，教科体育の充実，教科外

体育の取組，家庭や地域，幼稚園・中学校と連携を図った取

組について研究を進めてきました。

当日は5･6年生の球技

（ゴール型：バスケットボー

ル）の授業が公開され，児

童が主体的に活動し，他者

と協働しながら試行錯誤す

る様子に研究の成果が表れ

ていました。
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県教育委員会指定研究協力校「読書指導」公開
～いちき串木野市立川上小学校～

授業改善の取組を！

問題行動・不登校等調査結果

平成30年度から３か年計画で「『主体的・対話的で深い学び』
の実現による学力向上プログラム」事業の一環として，地区内の
先生方と管内指導主事でチームを編成し，国語，算数・数学，外
国語活動・外国語（英語）の３つの部会で研究を深めてきました。
部会で作成した資料を現在，かごしま学力向上支援Ｗｅｂや鹿

児島教育事務所ホームページに掲載しています。各小・中・義務
教育学校での学習指導に，ぜひ活用していただきたいと思いま
す。また，今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため参
加者を絞って実施したオープンサポート教科フォーラムの公開授
業を撮影したＤＶＤも，鹿児島教育事務所管内の小・中・義務教育
学校へ配布していきたいと考えています。こちらもぜひ校内研修等
で，活用していただきたいと思います。

県研究協力校(たくましいかごしまっ子)公開
～日置市立土橋小学校～

服務規律の厳正確保について

10月23日(金)，いちき串木野市立川上小学校において，県
教育委員会指定研究協力校としての「読書指導」の研究公
開が行われました。
川上小学校では，令和元～２年度の２年にわたり，「自ら学
びに生かす児童の育成」というテーマのもと研究を推進してく
ださいました。
当日は，１年生の

生活科と６年生の外
国語科の授業が公
開されました。
どちらの学級でも

子供たちが生き生き
と学習に取り組み，
２年間にわたる研究
成果を存分に発揮し
ていました。 【研究授業（６年生）の様子】

【鹿児島教育事務所HP】

《ハラスメント防止の徹底を！！》

令和２年12月時点で，セクシュアル・ハラスメント
に関する懲戒処分事案が県内で３件発生しています。
ハラスメントは，相手に不快感や精神的・身体的な

苦痛を与え尊厳を傷つけるものです。これまでに性的
な内容の発言や業務上必要な範囲を超えた言動等をし
たことはありませんか。言動の受け止め方は世代や個
人によって異なる場合があるということを意識し，適
切なコミュニケーションをとる必要があります。
教育に携わる者として，互いの人格を尊重し，決し

てハラスメントを行わないよう努めましょう。
また，ハラスメントを受けていると感じている人は

決して一人で悩まず，同僚や上司，市村教育委員会や
県教育委員会の相談窓口等へ相談しましょう。ハラス
メントは我慢していても解決しません。

令和元年度の調査結果が公表されました。
いじめの認知件数については，本県では34.7％増

加しており，積極的にいじめを認知した学校が増え
たことが，増加の背景にあると考えられます。一方
で，いじめを認知していない学校にあっては，いじ
めの認知件数が０件であったことを，児童生徒や保
護者向けに公表し，検証を仰ぐことで，認知漏れが
ないかを確認できます。
不登校数は，本県では小学校で39人，中学校で15

人の増加となっています。新たな不登校児童生徒を
生まない取組が重要です。全ての児童生徒が，学校
生活に満足感・成就感をもつことができるように，
「居場所づくり」「絆づくり」に取り組んでいきま
しょう。



「地域学校協働活動」とは，より多くの地域住民や団体
等の参画を得て，地域全体で子供たちの学びや成長を支
えるとともに，学校を核とした地域づくりを目指し，地域と
学校が相互に連携 ・協働して行う様々な活動です。
管内のいちき串木野市と日置市では，全ての小中学校

と地域に学校運営協議会と地域学校協働本部を設置する
とともに，地域と学校をつなぐコーディネーターとして推進
員を配置し，活動に取り組み始めています。
地域学校協働活動に取り組むことで，地域の素材を生

かした学びや地域住民等とのふれあい活動等をとおして，
子供たちに郷土愛やコミュニケーション能力が培われるこ
とが期待できます。
また，地域住民が子供たちの学びや成長を支える活動

をとおして，住民相互の絆が強くなり，地域の活性化も期
待できます。
コロナ禍で実際の取組が困難な状況ですが，各地域，

学校には，この期間を活動の準備期間として捉えて，今で
きることに取り組んでほしいと思います。
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12月4日（金），吹上浜運動公園陸上競技場周辺
コースで第61回南日本10キロロードレース日置地
区大会，日置地区長距離走大会が行われ，小学生
の部から一般の部まで，健脚を競いました。
１・２月に開催される第34回地区対抗女子駅伝

大会，第68回県下一周市郡対抗駅伝競走大会にお
いて，日置地区の代表選手の健闘を祈念します。

12月4日（金）に，日置市立土橋中学校において，中
学校武道授業への地域指導者派遣に係る地域連携実践
校に関する学校訪問を行いました。
土橋中学校では，地域に在住の剣道専門の方による

指導が行われており，生徒の武道（剣道）に対する興
味・関心や意欲の向上に繋がり，授業に向かう意識が
高まりました。また，授業の様子から地域の方に対し
て尊敬の念をもち，意欲的に取り組む姿が見られました。
地域の指導者の協

力を得て，保健体育
担当教員と連携した
授業を実践すること
で，学習方法や指導
のポイント，武道に
対する心構えなど，
より専門的な学習の
機会を得ることがで
きました。

11月28日（土），日置市伊集院文化会館で開催され，
約500人の参加がありました。今年は座席間隔，検温，
手指消毒，マスク着用などコロナウイルス感染症予防
対策を講じて実施しました。田畑誠一会長が開会のあ
いさつを，宮路高光日置市長が祝辞を述べられ，その
後の表彰式では，地区・市の社会教育等に尽力された
個人・団体の表彰と全国・九州・県において受賞された
方々の表彰伝達が行われました。
引き続いての２市の特色ある生涯学習の具体的な取
組についての紹介や大正琴などの講座生による日頃
の学習成果の発表に，参加者は真剣に聞き入り，また
会場が大いに盛り上がる場面もありました。
最後に，「私たちが描く！未来の生き方」の演題で，
社会学者で小説家の
古市憲寿氏が講演を
されました。
「未来の生き方」に

ついて多角的な視点や
示唆をいただき，充実
した講演となりました。

地区生涯学習推進大会

本地区の地域学校協働活動
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《団 体》妙円寺７区子ども会（日置市伊集院地域）
立野子ども会育成会（日置市伊集院地域）
和田地区子ども会 （日置市吹上地域）
大原地区子ども会 （いちき串木野市）
川南地区子ども会 （いちき串木野市）
中之島子ども会 （十島村）

《個 人》該当なし

地区子ども会育成連絡協議会個人･団体表彰

中学校武道事業への地域指導者派遣に係る
地域連携実践校に関する学校訪問

南日本10キロ通信競走日置地区大会
日置地区長距離走大会

自主講座「３Ｂ体操」の発表の様子


